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大橋川改修事業に係る環境モニタリング協議会 

 

設 立 趣 旨 

 

 宍道湖・中海は大橋川で結ばれた連結汽水湖である。斐伊川下流域の宍道湖・中海

など異なる汽水環境を有する広大な水域にはヤマトシジミを始めとする水産資源が豊

富であり、多様な動植物が生息・生育している。 

宍道湖・中海を結ぶ唯一の河川である大橋川の改修事業がこの水域の水環境や動植

物・生態系に与える影響について「大橋川改修事業 環境調査最終とりまとめ」（平

成 21 年 2月）において調査・予測・評価がなされている。 

環境調査最終とりまとめでは「対象事業が流動（塩分）を始めとする水環境や動植

物及び生態系に与える影響の程度、並びに、環境保全措置の実施の内容の実現の程度

については、モニタリング等によって確認しながら事業を進めること」としている。 

 今後、進められる大橋川改修事業の実施にあたっては、当該水域に与える影響を確

認していくため、水環境や動植物・生態系などについて科学的データと専門的知識に

基づいた客観的な視点での確認が重要である。 

 こうしたことから、当該水域の環境に関する各分野の学識経験者及び沿川の行政関

係者からなる「大橋川改修事業に係る環境モニタリング協議会」を設立し、大橋川改

修事業が環境に与える影響の程度を確認するために必要となるモニタリング計画の策

定並びにモニタリングの結果について、意見及び助言をいただくものである。 

 

 

 

 

 

 

 



 

「大橋川改修事業に係る環境モニタリング協議会」規約（案） 

 

（総則） 

第１条 本規約は、「大橋川改修事業に係る環境モニタリング協議会」（以下「協議会」という）

の設置に関する必要な事項を定めるものである。 

 

（目的） 

第２条 本協議会は、「大橋川改修事業 環境調査最終とりまとめ」（平成 21 年 2 月）に基づき、

大橋川改修事業が環境に与える影響の程度、並びに環境保全措置の実施の内容の実現の程

度を確認するために必要となるモニタリング計画の策定及びモニタリングの結果につい

て、意見及び助言を行うことを目的とする。 

 

（組織等） 

第３条 協議会の委員は、出雲河川事務所長が委嘱する。 

２ 協議会は、別表に掲げる学識経験者及び行政関係者で構成する。 

  ３ 委員の任期は、原則として委嘱のあった日から２年間とする。ただし、再任を妨げない。 

 

（会長） 

第４条 協議会に会長を置く。会長は委員間の互選によってこれを定める。 

  ２ 会長は協議会を代表し、協議会の円滑な運営と進行を総括する。 

  ３ 会長に事故がある時は、協議会に属する委員のうちから会長が予め指名した委員がその職

務を代行する。 

 

（協議会の招集） 

第５条 協議会は、会長が招集する。 

２ 協議会は、行政委員を除く委員の１／２以上の出席をもって成立する。 

３ 協議会は、必要に応じて委員以外の者の出席を求め、意見を聞くことができる。 

４ 委員の代理出席は認めない。ただし、行政委員についてはこの限りではない。 

 

（公開） 

第６条 協議会は原則公開とし、公開する情報及び公開の方法については、協議会で定める。 

 

（雑則） 

第７条 本規約に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、協議会で定める。 

 

（事務局） 

第８条 協議会の事務局は、国土交通省中国地方整備局出雲河川事務所に置く。 

  ２ 事務局は協議会運営に係る庶務を処理する。 

 

（附則）  本規約は、平成２２年  月  日より適用する。 



（別表）  

【大橋川改修事業に係る環境モニタリング協議会 委員名簿】  

 
〔学識委員〕 １３名  

氏 名  所   属  専門分野  

相﨑守弘  島根大学 名誉教授  水  質  

大谷修司  島根大学 教育学部 教授  プランクトン

北村義信  鳥取大学 農学部 生物資源環境学科 教授  地  下  水  

國井秀伸  島根大学 汽水域研究センター 教授  植  物  

倉田健悟  島根大学 汽水域研究センター 准教授  底生生物  

越川敏樹  島根野生生物研究会  魚  類  

佐藤仁志  島根野生生物研究会  鳥  類  

清家 泰  島根大学 総合理工学部 物質科学科 准教授  水  質  

中村幹雄  元 島根県内水面水産試験場長  魚  介  類  

檜谷 治  鳥取大学 工学部 教授 （リバーカウンセラー）  河川工学  

細井由彦  鳥取大学 工学部 社会開発システム工学科 教授  水  質  

道上正䂓  鳥取大学 名誉教授 （リバーカウンセラー）  河川工学  

淀江賢一郎  日本鱗翅学会 中国支部長  昆  虫  類  

 
〔行政委員〕 １０名  

氏 名  所   属  

三木文貴  鳥取県 生活環境部 次長  

小池律雄  島根県 環境生活部 次長  

梅林 正  米子市 環境政策局長  

山本 修  境港市 産業環境部長  

青木保文  松江市 環境保全部長  

児玉俊雄  出雲市 環境政策調整監  

仁田隆敏  安来市 市民生活部長  

岸本 篤  東出雲町 農林建設課長  

杉谷久義  斐川町 環境政策課長  

平山大輔  国土交通省 出雲河川事務所 事務所長  

 
〔オブザーバー〕  

氏 名  所   属  

勢村 均  島根県 水産技術センター 内水面浅海部長  

 
〔事務局〕  

国土交通省  中国地方整備局  出雲河川事務所  



 

大橋川改修事業に係る環境モニタリング協議会  公開規定（案） 

 

 

（目的） 

第１条  本規定は、「大橋川改修事業に係る環境モニタリング協議会」（以下「協議会」

という）規約第６条に基づき、協議会の公開を定めるものである｡ 

 

（協議会の公開） 

第２条  協議会は原則公開とする。ただし、特別の事情により協議会が必要と認めるとき

は、この限りではない。 

 

（協議会開催の周知） 

第３条  協議会の開催が決まった場合、その開催日時、場所、傍聴手続き等について速や

かに出雲河川事務所ホームページ（以下「ＨＰ」という。）により一般に周知する。 

 

（協議会の傍聴） 

第４条  協議会の傍聴は可とし、傍聴に関し必要な事項を別途定める。 

 

（資料の配付） 

第５条  協議会の配付資料は、貴重種の存在状況等を示す資料など、公開することが適切

でないものを除き、協議会の場で傍聴人にも配付する。 

 

（資料等の公開） 

第６条  協議会の配付資料は、貴重種の存在状況等を示す資料など、公開することが適切

でないものを除き、ＨＰにて公表する。 

    ２  事務局は協議会終了後速やかに議事録を作成し、発言者に確認後、発言者等の氏

名を除き、ＨＰにて公表する。 

 

（雑則） 

第７条  この規定の変更やこの規定に定め無き事項については、協議会で定める。 

 

（附則）  本規定は、平成２２年  月  日より適用する。  



 

大橋川改修事業に係る環境モニタリング協議会  傍聴要領（案） 

 

 

（目的） 

第１条  本要領は「大橋川改修事業に係る環境モニタリング協議会」（以下「協議会」と

いう）公開規定第４条に基づき、協議会の傍聴に必要な事項について定めるもので

ある。 

 

（受付） 

第２条 事務局は傍聴人受付を設置する。 

なお、受付は先着順とし、人数は傍聴席の数までとする。 

 

（入室） 

第３条  傍聴人受付で受付を終了した者（以下「傍聴人」という。）の会場への入室は、

原則として協議会開始予定時刻までとする。 

なお、受付を終了していない者の入室は認めない。 

 

（協議会の傍聴） 

第４条  傍聴人は、以下の事項を遵守するものとする。 

      ① 協議会の撮影、録画、録音をしてはならない。 

       （ただし、会長が許可した場合は、この限りではない。） 

      ② 発言、私語、談論等を行ってはならない。 

      ③ 発言への批判、可否の表明、ヤジ、拍手等は行ってはならない。 

      ④ プラカードを掲げる等の行為や、はちまき、腕章の類をしてはならない。 

      ⑤ ビラ等の配付を行ってはならない。 

      ⑥ みだりに傍聴人席を離れてはならない。 

      ⑦ 携帯電話は電源を切るか、マナーモードにし、使用してはならない。 

      ⑧ 前項のほか協議会の進行を妨げたり、会場の秩序を乱す行為をしてはならない。 

 

（退室等の措置） 

第５条  会長は、傍聴人が前条の規定に違反した場合には、傍聴人に協議会会場からの退

室を命じることができるとともに、事務局に必要な措置を行うよう命じることがで

きる。 

 

（雑則） 

第６条  この要領の変更やこの要領に定め無き事項については、協議会で定める。 

 

（附則）  本要領は、平成２２年  月  日より適用する。 

 


